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　2月17日、帰国隊員が、県職員対象の「JICAボランティ
ア帰国隊員活動報告会」で帰国報告をし、続いて阿部長野
県知事を表敬訪問しました。青年海外協力隊員の松田香菜
絵さん（山ノ内町出身、ルワンダ／野菜栽培）、小山実央さ
ん（長和町出身、カンボジア／小学校教育）、日系社会青年
ボランティアの古川裕子さん（塩尻市出身、アルゼンチン

／日系日本語学校教師）の3名が、途上国での生活や活動
の様子を報告し、知事からは「途上国での2年間の活動を
終えて帰国された皆さんの意見はとても貴重。帰国後は経
験を長野県のために活かして欲しい。」とのお言葉がありま
した。
　また、3月10日には、1月に帰国したばかりの長野市出
身の寺尾美菜子さん（カメルーン／小学校教育）と池田麻
衣さん（ガーナ／理学療法
士）が、長野県議会国際協力
促進議員連盟に帰国報告会
を行いました。当日は議会中
でしたが、約35名の議員の
方々が聴講し、報告会終了
後も発表者お二人との会話
が尽きない様子でした。

　このエッセイコンテストは、次の世代を担う中学生・高校
生を対象に、開発途上国の現状や開発途上国と日本との関
係について理解を深め、国際社会の中で日本、そして自分
たち一人ひとりがどのように行動すべきかを考えることを
目的として実施しています。
　今年で中学生の部は21
回、高校生の部は55回を数
え、中学生の部50,727点、
高校生の部30,087点、総
数80,814点ものご応募を
いただきました。
　長野県からは、中学生の
部で1,395点、高校生の部
で1,567点もの応募があ
り、個人賞16点、学校賞16
校が受賞しました。

　昨年よりも応募数が増えて、皆さんの関心が高まってい
ることを感じます。
　来年も、中学、高校生の皆さんの感性豊かな作品が寄せ
られることを楽しみにしています。

阿部知事への表敬訪問

赤穂中学校3年眞島さん、藤澤校長 長野高等学校1年髙野さん、大井校長

お二人で議会報告会
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JICA駒ヶ根では毎月１回メール
マガジンを配信しています。 県
内の国際協力に関する動きやイ
ベントなど、 耳よりな情報をリア
ルタイムでお届けします。

JICA駒ヶ根 メールマガジン

JICA駒ヶ根

配信希望の方は

までメールでご連絡ください！
jicakjv@jica.go.jp

ページを開設！
https://www.facebook.com/jicakomagane

古紙パルプ配合率100%の再生マットコート紙を使用しています。
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長野県出身新ボランティア
派遣国 ： カメルーン
職　種 ： コミュニティ開発藤森 由希子 さん（松本市）

青
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　協
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　隊

　カメルーンの村落部で、現地の人々の
収入向上や生活改善に関わる支援を行
う予定です。現地の人々に寄り添いなが

ら、学び、成長できる二年間にしたいと思います。

　日本語学習者が増えているベトナム
で日本語教育に携われることはやりがい
のあることだと感じています。

任国の言葉、文化、考え方に直接触れて、現地の
人々の心に寄り添った活動をしたいです。

派遣国 ： ベトナム
職　種 ： 日本語教育牧　 春香 さん（高山村）

　バヌアツ共和国唯一の看護師養成校
で、看護理論、看護技術と臨地実習を担
当します。病気や事故で過去2回派遣を

辞退し、今回が3回目の正直となります。与えられ
た機会を大切にしたいと思います。

派遣国 ： バヌアツ
職　種 ： 看護師小尾 りつ子 さん（茅野市）

JICA駒ヶ根
インフォメーションI n f o r m a t i o n

派遣前訓練公開講座

公開講座とは・・・JICAボランティアの派遣前訓練で実施している各種講座を一般の方にも公開しているものです。会場はすべて駒ヶ根青年海外協力隊訓練所です。

JICA事業概要
 内容：JICAの目的・機構・歩み・現状などの事業概要

 ４月24日　15：10～16：00
 定員：10名　講師：青年海外協力隊事務局　職員

JICAボランティア事業の理念と目標
 内容：JICAボランティア事業の概要及びその活動

 ４月19日　15：10～16：00
 定員：10名　講師：青年海外協力隊事務局　局長

国際関係と日本の国際協力
 内容：日本の援助の歴史、概略、現状を理解する。

 ５月10日　15：10～17：00
 定員：10名　講師：廣野良吉氏（成蹊大学　名誉教授）

地球のステージ（コンサート） 
 内容：途上国で巡り合った人々との交流を映像と音楽そして語りで表現する
  「映像と音楽のシンクロ」ステージ。貧困生活の現状や紛争地域での
  子供たちの明るくたくましい姿などを映し出しながら、桑山氏自身の経験、
  ボランティア観を表現する。

 ４月24日　19：00～21：00
 定員：20名　講師：桑山紀彦氏（地球のステージ事務局）

異文化適応概論
 内容：文化とは何か、異文化理解とは何か、カルチャーショックとは何か、適応す
 　　　るとはどういうことかなどの異文化に入っていくにあたっての心構えを説く。

 ５月22日　15：10～17：00
 定員：10名　講師：木村秀雄氏(東京大学大学院　総合文化研究科　名誉教授)

映画「クロスロード」上映会
 内容：カメラマン助手になったものの、目標の見えない日々を過ご
 　　　していた沢田（黒木啓司）は、自分を変えようと青年海外協
 　　　力隊に飛び込むが…

 ５月８日　19：00～21：00
 定員：20名

参加は無料ですが、事前にお申込が必要です。

　　※講師の都合等で実施日が変更になる場合がありますので、
　　　ホームページでご確認ください。
　　ホームページ　https://www.jica.go.jp/komagane/event/index.html

平成２9年1月31日現在
長野県関係者　JICAボランティア派遣実績

派遣中JICAボランティア
（平成29年1月31日現在）
※各地方自治体へ表敬訪問をした人数＝
　JICAボランティアの数としています。

　　　

新スタッフ

桂　亜沙子
　2月に診療室に着任いたしました、桂亜沙子です。
　平成26年度3次隊で看護師としてパラグアイに
派遣され、1月初めに帰国しました。帰国後の就職
先もなく、路頭に迷いそうだった私を拾っていただ

いて心から感謝しております。同僚の野口さんと共に、心穏やか
に楽しく仕事をしていきたいと思います。どうぞよろしくお願い
致します。

かつら あ　　さ　　こ
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小布施町在住　

井田 彩可 さん

井田 泰介 さん

Q1：協力隊員となったきっかけは？
　大学の時に隊員OBの方から協力隊につ
いての話を聞き、協力隊っていいなーっ
と、心のどこかに隊員になりたいという
思いがありました。大阪で保健師として
働き、10年という節目の年に通勤電車の
中で、隊員募集のポスターを発見!!忘れ
かけていた思いがよみがえり、応募しよ
うと電車の中で心に決めました。
Q2：派遣国での活動や生活はいかがでしたか？

　水も電気もない、エアコンもない、
日本食もないなどのないないづくし
の生活で半年間はつらくなることも
多かったです。でも、現地の人達と
生活を共にすると助けてくれるのは
現地の人。子どもたちと日本の
歌を歌ってダンスしたり、同
僚と一緒にごはんを作って食べ

たり共に生活しているうちに、第二のふるさとと思
えるくらい大切な場所になりました。
Q3：現在の活動について教えてください。
　協力隊で自給自足の生活をしている現地の人たち
に触れて、農のある暮らしっていいなーと思い、夫
と一緒にぶどう作りを始めました。夫も協力隊OBで、駒ヶ根訓
練所に入校したのをきっかけに長野県が好きになり、小布施町
に移住して新規就農しました。現在は、プルーン、ぶどう、り
んごなど果樹をメインに農業をしています。農閑期には保健師
として、赤ちゃん訪問や特定保健指導なども行っています。
Q4：協力隊の経験は今どう活きていますか？
　農業の仕事は何もないところから０からのスタートでした。
夫もコンピューター関係の仕事をしていたので農業とは無縁で
したが、里親さんに指導を受けながらやっています。初めは、
知り合いもいないし、農地もないし、ないないづくしの生活で
したが、協力隊での経験を活かし、周りの人達に助けていただ
き、人とのつながりを大切にしながら農業をしています。

（彩可さん談）

乳幼児健診で、子ども
の体重を測定

今回は、協力隊同士のご夫婦で
長野県で農業をされている

OB・OGの方々です！　　  世界から、地域で活躍！
信州で活躍する元協力隊員に聞きました。
　　  世界から、地域で活躍！
信州で活躍する元協力隊員に聞きました。
シリーズ

平成23年度2次隊　
派遣国：ガーナ
職種：保健師
出身：大阪府

阿智村在住　

高坂　友三 さん

高坂つかさ さん

Q1：協力隊員となったきっかけは？
　中学生の頃に読んだ砂漠緑化の新聞記事で、環境問題での
国際協力に興味を持ちました。大学卒業後は、農業支援、環
境保全の支援活動などをしているNGOで働いていました。海
外の現場で何か自分が役立てることはないかと思い、協力隊
へ応募しました。

Q2：派遣国での活動や生活はいかがでしたか？
　太平洋にあるミクロネシアに派遣されました。
気候も穏やかで、過ごしやすかったです。派遣さ

れた職業訓練校では、15歳から20歳くらいの学生
に、座学と実習で野菜つくりなどを教えていました。

島の生活では野菜があまり身近ではなかったので、
栽培もできるだけ
簡単にして栽培か
ら食べるところ
まで教えること
に力を入れてい
ました。生徒は

周辺の島々から集まってい
たので、学校自体が異文化
交流の場でもあり、授業後
のサッカーなどいろいろ楽し
かったです。
Q3：現在のお仕事について教えてください。
　地元の阿智村に戻って農業をしています。妻も協力隊OGで
一緒に有機農業をしています。地域では農家は減る一方なの
で、研修生を受け入れたりして、少しでも農業に携わる人を
増やしていけるよう努力しています。WWOOFという制度
で、海外からの農業体験者も受け入れています。
Q4：協力隊の経験は今どう活きていますか？
　チャレンジしていこうという気持ちは協力隊のころから今も
続いている気がします。現地では自分の立ち位置・仕事のやり
方・成果など日々悶々としながらも、少しでも良くしていこう
と頑張っていました。今の農業経営でも現状を少しでもよくし
てきたい、まだまだいろいろな活動をしてみたいなど、これか
らもチャレンジし続けていきたいと思っています。

（友三さん談）

こう  さか

こう  さか

ゆう  ぞうい　  だ

い　  だ たい すけ

あや   か

ミクロネシアの畑

平成10年度1次隊　
派遣国：ミクロネシア
職種：野菜
出身：阿智村

平成10年度2次隊　
派遣国：タイ
職種：野菜
出身：愛知県

　Mbá é ichapa?（バエイシャパ。グア
ラニー語で「元気ですか」）私の任地、パ

ラグアイは中南米で唯一
のバイリンガル国で、ス
ペイン語とグアラニー語
の二言語が公用語。多く
の人が両方を混ぜてしゃ
べっていて、これを「ジョ
パラ」と呼んでいます。覚
えたてのグアラニー語を
使ってしゃべってみると、

みんな大喜び。自分たちの言語をと
ても大切にしています。

　私が配属先の学校でやっている主な取り組みの一つが「ごみ
ゼロ運動」です。この学校の校長先生の「日本の学校のように校
内にごみが一つも落ちていない学校を目指したい」という一言

から始まりました。去年、
まず行ったのが「ごみ箱
づくり」。校長先生が中
心になってたくさんの
人が協力してくれまし
た。先生方は自分たちで
作ったお菓子を保護者
や子どもたちに売って
資金集めをしてくれまし
た。その後、学校近くの
鉄加工所でごみ箱を取り付ける枠を作ってもらい、近所の人た
ちからはごみ箱に使うプラスチック容器をもらいました。色々な

人の力を借りてやっとでき
た活動です。今年は、小中
学生と一緒にごみの分別や
リサイクルについても少し
ずつ取り組んでいきたいと
思っています。任期もあと
1年を切りました。支えてく
れる人たちに「ありがとう」
の気持ちを忘れずに活動し
たいと思います。

中学生との集合写真

環境教育の授業の写真

校長先生とごみ箱を作っている写真

協力隊員

現地レポート
from   パラ

グアイ

宮下  智織
さん

平成27年
度3次隊

職種：小学
校教育

安曇野市出
身

みや した
　　 ち　

おり

同僚の子どもちゃん

受賞者一覧
所　長　賞／駒ヶ根市立赤穂中学校　眞島皓成さん「民際」　
佳　　　作／信州大学教育学部附属松本中学校　太田美由紀さん「心理学者フロイトから学ぶ」
　　　　　　信州大学教育学部附属松本中学校　橋本知音さん「身近な国際交流」
　　　　　　茅野市立東部中学校　矢﨑麻記さん「石巻との交流を通し、今私にできる事」
　　　　　　長野県屋代高等学校附属中学校　柳原百花さん「くしゃくしゃの紙から」　
OB会会長賞／松本市立旭町中学校　宮本菜々子さん「未完成パズル」　飯田市立高陵中学校　下井優芽さん「平等に教育が受けられる世界へ」
特別学校賞／駒ヶ根市立赤穂中学校　
学　校　賞／池田町立高瀬中学校・上田市立菅平中学校・信州大学教育学部附属長野中学校・長野市立裾花中学校・信州大学教育学部附属
　　　　　　松本中学校・上田市立第一中学校・飯田市立高陵中学校・富士見町立富士見中学校・大町市立第一中学校

所　長　賞／長野高等学校　髙野篤郎さん「発展途上国のために」　
佳　　　作／上田高等学校　秋山かな子さん「空の下」　下伊那農業高等学校　髙野佐栄理さん「未来を守る私達」
　　　　　　長野商業高等学校　宮澤未来さん「グローバル目標」達成に向けて　松川高等学校　田代直己さん「教育は礎」　
OB会会長賞／篠ノ井高等学校　小宮山友海さん「時と場所を越えて～まだ見ぬ人のために～」
　　　　　　篠ノ井高等学校　倉島わかなさん「『水』の世界常識」　上田高等学校　金井風佳さん「私の考える未来」
　　　　　　上田高等学校　小山千遥さん「世界中が平等になるために」　松川高等学校　木下峻さん「愛と平和と私」　
特別学校賞／下伊那農業高等学校・長野高等学校・松川高等学校　
学　校　賞／佐久長聖高等学校・篠ノ井高等学校・上田高等学校

パラグアイ
は ここ

　協力隊の二年間で「他人の靴を履く」事の大事さを学びま
した。これはスペイン語の諺で「他人の立場に立って物事を考
える」という事です。
　私はペルーのパチャカマック遺跡博物館に観光隊員として

派遣されまし
た。活動の一つ
として遺跡周辺
の貧困コミュニ
ティに住む女性
達の雇用創出を
目的としたお土
産品開発プロ
ジェクトを同僚
と共に担当し、
運営や研修会の

サポートを行っていました。
無料の研修環境や手厚い
支援があるにも関わらず出
席率が悪く、彼女達はやる
気がないのだと思っていま
した。しかしある時メンバー
の一人が、自分は障害を持
つ娘を抱え家を離れること
が難しく、博物館へ行く交
通費を捻出するのも大変
だと漏らしました。その時、私は彼女達の立場に立って考えら
れていなかった事に気づかされ、自分自身を情けなく思いま
した。他のメンバーも経済状況が苦しく家を離れる事が難し
い状況にある事が分かりました。その後、各々の家庭で製作
できるような環境作りの工夫をする等、彼女達の立場に立っ
たサポートに切り替える事ができました。
　相手の靴を履いてみる事で見える景色が変わり、相手が本
当に求めているものが見えてくることを学べた貴重な協力隊
活動でした。

髙橋 未来 さん ●派遣国 ： ペルー
●職　種 ： 観光（佐久市）

平成26年度3次隊

■■したJICAボランティアの方帰 国 ２年間の活動

お疲れ様でした! !

たか はし　  み　 き

女性グループ SISAN はケチュア語で「花が咲く」
という意味。プレインカ時代に用いられていた技
術で染物を練習中。ただいま新商品作りに奮闘中。

グループの女性が商品の在庫管理を
学んでいる様子。自立した運営がで
きるようにサポートをしている様子。

中
学
校
の
部

高
校
生
の
部

(旧姓：日下部)

(旧姓：宮里)
平成21年度4次隊　
派遣国：ブルキナファソ
平成23年度0次隊　
派遣国：ボツアナ
職種：コンピュータ技術
出身：北海道

　JICAボランティアの春募集期間は3月31日から5月10日（締切）です。長野県内では、4月1日から募集説明会が行われています。
　4月23日（日）には、駒ヶ根青年海外協力隊訓練所で一日体験入隊が行われます。前回より好評の面接担当者による「模擬面接」、
「応募用紙の添削指導」などのプログラムを実施します！！
　また「語学体験講座」、「協力隊OBの体験談」等のプログラムで、今すぐに応募は…、という方にも楽しめる内容となっております。

2017年度 JICAボランティア募集中です！
青年海外協力隊　 シニア海外ボランティア　 日系社会青年ボランティア
日系社会シニアボランティア

●
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　2月25日、語学訓練の一環で、海外からのゲストをお招きし、語学交流会を行いました。主なゲストはJICA関西からの
研修員で、候補者が派遣される国の方もいました。任国の方と会話でき、また違ったイントネーションに触れて勉強に
なった等の声が、多くの候補者から寄せられました。
　語学交流会の翌日は、クロスカルチャーディを実施。このイベントは、季節ごと様々な表情を持つ駒ケ根のいい所をたく
さん味わっていただき、「国際協力の町　駒ヶ根市」を広めようと、地元の方々と実行委員会を作り、実施しています。
　今回は、JICA関西からの研修員（ソロモン・インド・パプア
ニューギニア・マリ・ブルキナファソ・カメルーン・ウズベキスタ
ン・ネパールの合計12名）と市民のみなさま、現在訓練中のボ
ランティア候補者と合わせて約60名で開催しました。
　たかずやファーム苺園での苺狩り、東伊那公民館での絵手紙
作成、押し花体験、まゆクラフト作成、お餅つきやおやき作り体験
と内容盛りだくさんでした。昼食には、地元の食材を使用した料
理と出来立てのお餅を皆で和気あいあいといただき、日本文化
や食文化を通して国際交流を図ることができました。
　次回は、5月に開催予定です。

　JICA駒ヶ根にて青年海外協力隊帰国報告会を開催しました。2014年度3次
隊で帰国された以下の3名が発表し、一般参加者や訓練生を含む35名の聴講者
がありました。発表からは困難も多い中、3名が任国を好きになって帰国したこと
が分かりました。

　・山越　さゆりさん（派遣国：ボリビア、職種：臨床検査技師）
　・髙橋　未来さん（派遣国：ペルー、職種：観光）
　・甘利　琢磨さん（派遣国：ヨルダン、職種：作業療法士）

次回の帰国報告会は4月28日（金）18:45～20:30に駒ヶ根青年海外協力隊訓練所で実施します。
４名の帰国隊員が、一人20分間ずつ発表の予定です。
〈予定者の派遣国・職種〉
■ネパール・行政サービス　■チリ・コミュニティ開発　■ガーナ・PCインストラクター　■バヌアツ・小学校教育

皆様のご参加をお待ちしております。

2016年度第4回帰国報告会

2
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　2月10日（金）上田市の信州大学繊維学部内ARECにて「ODAを活用した中小企業海外展開支援事業紹介セミナー 
in 上田市」を開催。出演者を含め40名を超える方に参加いただきました。セミナーでは、信州大学繊維学部の産学官連
携機関ARECの加盟企業で、ラオスでJICAの事業を実施いただいた上田市の松山株式会社の太田取締役に報告いただ
きました。同じくAREC加盟企業で、昨年11月に実施した「JICA駒ヶ根 民間連携事業 スリランカ視察調査団」参加メン
バーの立科町の株式会社小宮山土木の小宮山代表取締役に報告いただきました。

　また、3月8日（水）松本市のホテルモンターニュ松本にて「ODAを活用したアジ
ア、アフリカビジネス展開セミナー」を開催。こちらも出演者を含め約30名にご参加
いただきました。セミナーでは、アフリカでJICAの事業を実施いただいている安曇
野市の株式会社細川製作所の茂原室長、伊那市の株式会社ジャパンバイオファーム
の小祝代表取締役に事例発表いただきました。
　JICA駒ヶ根では、2017年度も県内各地で中小企業向けのセミナーを開催する
予定ですので、ぜひご参加ください。

　　中小企業向けのセミナーを開催2
10
3
8

上田市でのセミナーでの松山株式会社太田
取締役の発表

　　語学交流会・クロスカルチャーディイベント＠駒ヶ根

Event Report
イベント・レポート

2
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●JICA信州国際塾・グローバルバスツアー開催！
　3月24日（金）、「信州国際塾グローバル・バスツアー」
が開催されました。
　今年度の行先は「JICA横浜 海外移住資料館」です。
　まずワークショップで移民することになった子供になり

きって、様々なハプニン
グにどう対応するかを真
剣に話し合いました。初
めて会う人と同じグルー
プになり、様々な意見を
出しあい、普段考えない
ようなことを考えること
で、刺激的な時間となっ
たようです。
　海外移住資料館では
4名のボランティアス
タッフが、1時間ほど資

料の説明をしてくださ
いました。時間がたっぷ
りとれなくてごめんな
さい！
　資料館の後は、赤レ
ンガ倉庫で過ごすコー
スと、シーバスに乗って
山下公園に移動し、氷
川丸を見学するコース
に分かれました。
　長野からは往復600
ｋｍを超える長い旅でし
たが、早朝から夜まで、
皆さんが熱心にお話を
聞いてくださり、楽しん
でくださって、スタッフ一同とても感謝しています。
　これをきっかけに世界のことをもっと知っていただけた
ら嬉しいです。
　大きなトラブルもなく、皆さんのご協力で楽しいツアー
になりました。
　どうもありがとうございました！

ＪＩＣＡ長野デスクの窓から♪

　JICAの2016年度第2回中小企業海外展開支援事業の採択企業が、1月26日に
発表になりましたが、長野県内からも佐久市のエフビー介護サービス株式会社が基礎
調査に、須坂市のオリオン機械株式会社が普及・実証事業に採択されました。
　これで長野県内の採択企業は、別表の通り、6社となりました。
　2012年に開始したJICAの中小企業支援事業も徐々に県内の中小企業の皆様に
認知されてきました。JICA駒ヶ根では、今後も長野県や県内の中小企業支援機関と協
力しながら、多くの県内の中小企業の皆様にJICAの中小企業海外展開支援事業を活
用いただける様、活動して参ります。

JICA駒ヶ根　中小企業海外展開支援JICA駒ヶ根　中小企業海外展開支援

ザンビアで指導するジャパンバイオ
ファームの小祝社長

草の根技術協力事業草の根技術協力事業

　3月上旬、「タイ、チョンブリ県に
おける町ぐるみ高齢者ケア、包括
プロジェクト－サンスク町をパイ
ロット地域として」（提案自治体：
佐久市・実施団体：学校法人佐久学
園佐久大学）の高齢者ケア専門家6
名がタイの協力現場で技術指導を
行いました。

　3月下旬、前事業の継続版「ポカラ北部に
おける住民参加型地域保健活動を軸とした
持続可能な母子保健」（提案自治体：駒ヶ根
市・実施団体：ネパール交流市民の会）が採
択されました。プロジェクトマネージャー
の北原照美さんは「現場の社会的、経済的に
弱い立場の人々に支援の手が届くようにし
たい。幅広い世代がポカラを支え、活動を通
じて駒ヶ根が元気になるような取り組みを
続けたい」と語っていました。

高齢者ケア専門家6名が
タイで技術指導しました

駒ヶ根市から提案された
        事業が採択されました！

リハビリテーション方法を指導して
いる専門家の神津さん

JICA中小企業海外展開支援事業の県内企業採択実績
会社名 所在地 実施国 実施内容

松山株式会社 上田市 ラオス 代かき機など農業用作業機械の現地生産・販売の可能性調査
株式会社信州セラミックス 大桑村 ベトナム 院内感染予防に向けた医療用抗菌システム普及案件化調査
株式会社ジャパンバイオファーム 伊那市 ザンビア 土壌分析に基づき鶏ふん化成混合肥料を使用する農業技術の普及・実証事業
株式会社細川製作所 安曇野市 ウガンダ 農村部の所得向上を目的としたコメ用石抜き機導入の案件化調査
エフビー介護サービス株式会社 佐久市 タイ 介護施設運営・福祉用具・人材育成事業の有効性、採算性調査
オリオン機械株式会社 須坂市 自動洗浄機能付き搾乳システムによる品質向上に関する普及・実証事業
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小布施町在住　

井田 彩可 さん

井田 泰介 さん

Q1：協力隊員となったきっかけは？
　大学の時に隊員OBの方から協力隊につ
いての話を聞き、協力隊っていいなーっ
と、心のどこかに隊員になりたいという
思いがありました。大阪で保健師として
働き、10年という節目の年に通勤電車の
中で、隊員募集のポスターを発見!!忘れ
かけていた思いがよみがえり、応募しよ
うと電車の中で心に決めました。
Q2：派遣国での活動や生活はいかがでしたか？

　水も電気もない、エアコンもない、
日本食もないなどのないないづくし
の生活で半年間はつらくなることも
多かったです。でも、現地の人達と
生活を共にすると助けてくれるのは
現地の人。子どもたちと日本の
歌を歌ってダンスしたり、同
僚と一緒にごはんを作って食べ

たり共に生活しているうちに、第二のふるさとと思
えるくらい大切な場所になりました。
Q3：現在の活動について教えてください。
　協力隊で自給自足の生活をしている現地の人たち
に触れて、農のある暮らしっていいなーと思い、夫
と一緒にぶどう作りを始めました。夫も協力隊OBで、駒ヶ根訓
練所に入校したのをきっかけに長野県が好きになり、小布施町
に移住して新規就農しました。現在は、プルーン、ぶどう、り
んごなど果樹をメインに農業をしています。農閑期には保健師
として、赤ちゃん訪問や特定保健指導なども行っています。
Q4：協力隊の経験は今どう活きていますか？
　農業の仕事は何もないところから０からのスタートでした。
夫もコンピューター関係の仕事をしていたので農業とは無縁で
したが、里親さんに指導を受けながらやっています。初めは、
知り合いもいないし、農地もないし、ないないづくしの生活で
したが、協力隊での経験を活かし、周りの人達に助けていただ
き、人とのつながりを大切にしながら農業をしています。

（彩可さん談）

乳幼児健診で、子ども
の体重を測定

今回は、協力隊同士のご夫婦で
長野県で農業をされている

OB・OGの方々です！　　  世界から、地域で活躍！
信州で活躍する元協力隊員に聞きました。
　　  世界から、地域で活躍！
信州で活躍する元協力隊員に聞きました。
シリーズ

平成23年度2次隊　
派遣国：ガーナ
職種：保健師
出身：大阪府

阿智村在住　

高坂　友三 さん

高坂つかさ さん

Q1：協力隊員となったきっかけは？
　中学生の頃に読んだ砂漠緑化の新聞記事で、環境問題での
国際協力に興味を持ちました。大学卒業後は、農業支援、環
境保全の支援活動などをしているNGOで働いていました。海
外の現場で何か自分が役立てることはないかと思い、協力隊
へ応募しました。

Q2：派遣国での活動や生活はいかがでしたか？
　太平洋にあるミクロネシアに派遣されました。
気候も穏やかで、過ごしやすかったです。派遣さ

れた職業訓練校では、15歳から20歳くらいの学生
に、座学と実習で野菜つくりなどを教えていました。

島の生活では野菜があまり身近ではなかったので、
栽培もできるだけ
簡単にして栽培か
ら食べるところ
まで教えること
に力を入れてい
ました。生徒は

周辺の島々から集まってい
たので、学校自体が異文化
交流の場でもあり、授業後
のサッカーなどいろいろ楽し
かったです。
Q3：現在のお仕事について教えてください。
　地元の阿智村に戻って農業をしています。妻も協力隊OGで
一緒に有機農業をしています。地域では農家は減る一方なの
で、研修生を受け入れたりして、少しでも農業に携わる人を
増やしていけるよう努力しています。WWOOFという制度
で、海外からの農業体験者も受け入れています。
Q4：協力隊の経験は今どう活きていますか？
　チャレンジしていこうという気持ちは協力隊のころから今も
続いている気がします。現地では自分の立ち位置・仕事のやり
方・成果など日々悶々としながらも、少しでも良くしていこう
と頑張っていました。今の農業経営でも現状を少しでもよくし
てきたい、まだまだいろいろな活動をしてみたいなど、これか
らもチャレンジし続けていきたいと思っています。

（友三さん談）

こう  さか

こう  さか

ゆう  ぞうい　  だ

い　  だ たい すけ

あや   か

ミクロネシアの畑

平成10年度1次隊　
派遣国：ミクロネシア
職種：野菜
出身：阿智村

平成10年度2次隊　
派遣国：タイ
職種：野菜
出身：愛知県

　Mbá é ichapa?（バエイシャパ。グア
ラニー語で「元気ですか」）私の任地、パ

ラグアイは中南米で唯一
のバイリンガル国で、ス
ペイン語とグアラニー語
の二言語が公用語。多く
の人が両方を混ぜてしゃ
べっていて、これを「ジョ
パラ」と呼んでいます。覚
えたてのグアラニー語を
使ってしゃべってみると、

みんな大喜び。自分たちの言語をと
ても大切にしています。

　私が配属先の学校でやっている主な取り組みの一つが「ごみ
ゼロ運動」です。この学校の校長先生の「日本の学校のように校
内にごみが一つも落ちていない学校を目指したい」という一言

から始まりました。去年、
まず行ったのが「ごみ箱
づくり」。校長先生が中
心になってたくさんの
人が協力してくれまし
た。先生方は自分たちで
作ったお菓子を保護者
や子どもたちに売って
資金集めをしてくれまし
た。その後、学校近くの
鉄加工所でごみ箱を取り付ける枠を作ってもらい、近所の人た
ちからはごみ箱に使うプラスチック容器をもらいました。色々な

人の力を借りてやっとでき
た活動です。今年は、小中
学生と一緒にごみの分別や
リサイクルについても少し
ずつ取り組んでいきたいと
思っています。任期もあと
1年を切りました。支えてく
れる人たちに「ありがとう」
の気持ちを忘れずに活動し
たいと思います。

みんな大喜び。自分たちの言語をと中学生との集合写真

環境教育の授業の写真環境教育の授業の写真

校長先生とごみ箱を作っている写真校長先生とごみ箱を作っている写真

協力隊員

現地レポート
from   パラ

グアイ

宮下  智織
さん

平成27年
度3次隊

職種：小学
校教育

安曇野市出
身

みや した
　　 ち　

おり

同僚の子どもちゃん

受賞者一覧
所　長　賞／駒ヶ根市立赤穂中学校　眞島皓成さん「民際」　
佳　　　作／信州大学教育学部附属松本中学校　太田美由紀さん「心理学者フロイトから学ぶ」
　　　　　　信州大学教育学部附属松本中学校　橋本知音さん「身近な国際交流」
　　　　　　茅野市立東部中学校　矢﨑麻記さん「石巻との交流を通し、今私にできる事」
　　　　　　長野県屋代高等学校附属中学校　柳原百花さん「くしゃくしゃの紙から」　
OB会会長賞／松本市立旭町中学校　宮本菜々子さん「未完成パズル」　飯田市立高陵中学校　下井優芽さん「平等に教育が受けられる世界へ」
特別学校賞／駒ヶ根市立赤穂中学校　
学　校　賞／池田町立高瀬中学校・上田市立菅平中学校・信州大学教育学部附属長野中学校・長野市立裾花中学校・信州大学教育学部附属
　　　　　　松本中学校・上田市立第一中学校・飯田市立高陵中学校・富士見町立富士見中学校・大町市立第一中学校

所　長　賞／長野高等学校　髙野篤郎さん「発展途上国のために」　
佳　　　作／上田高等学校　秋山かな子さん「空の下」　下伊那農業高等学校　髙野佐栄理さん「未来を守る私達」
　　　　　　長野商業高等学校　宮澤未来さん「グローバル目標」達成に向けて　松川高等学校　田代直己さん「教育は礎」　
OB会会長賞／篠ノ井高等学校　小宮山友海さん「時と場所を越えて～まだ見ぬ人のために～」
　　　　　　篠ノ井高等学校　倉島わかなさん「『水』の世界常識」　上田高等学校　金井風佳さん「私の考える未来」
　　　　　　上田高等学校　小山千遥さん「世界中が平等になるために」　松川高等学校　木下峻さん「愛と平和と私」　
特別学校賞／下伊那農業高等学校・長野高等学校・松川高等学校　
学　校　賞／佐久長聖高等学校・篠ノ井高等学校・上田高等学校

パラグアイ
は ここ

　協力隊の二年間で「他人の靴を履く」事の大事さを学びま
した。これはスペイン語の諺で「他人の立場に立って物事を考
える」という事です。
　私はペルーのパチャカマック遺跡博物館に観光隊員として

派遣されまし
た。活動の一つ
として遺跡周辺
の貧困コミュニ
ティに住む女性
達の雇用創出を
目的としたお土
産品開発プロ
ジェクトを同僚
と共に担当し、
運営や研修会の

席率が悪く、彼女達はやる
気がないのだと思っていま
した。しかしある時メンバー
の一人が、自分は障害を持
つ娘を抱え家を離れること
が難しく、博物館へ行く交
通費を捻出するのも大変
だと漏らしました。その時、私は彼女達の立場に立って考えら
れていなかった事に気づかされ、自分自身を情けなく思いま
した。他のメンバーも経済状況が苦しく家を離れる事が難し
い状況にある事が分かりました。その後、各々の家庭で製作
できるような環境作りの工夫をする等、彼女達の立場に立っ
たサポートに切り替える事ができました。
　相手の靴を履いてみる事で見える景色が変わり、相手が本
当に求めているものが見えてくることを学べた貴重な協力隊
活動でした。

ゼロ運動」です。この学校の校長先生の「日本の学校のように校
内にごみが一つも落ちていない学校を目指したい」という一言

環境教育の授業の写真

■■したJICAボランティアの方帰 国 ２年間の活動

お疲れ様でした! !

たか はし　  み　 き

女性グループ SISAN はケチュア語で「花が咲く」
という意味。プレインカ時代に用いられていた技
術で染物を練習中。ただいま新商品作りに奮闘中。

グループの女性が商品の在庫管理を
学んでいる様子。自立した運営がで
きるようにサポートをしている様子。

中
学
校
の
部

高
校
生
の
部

(旧姓：日下部)

(旧姓：宮里)
平成21年度4次隊　
派遣国：ブルキナファソ
平成23年度0次隊　
派遣国：ボツアナ
職種：コンピュータ技術
出身：北海道

　JICAボランティアの春募集期間は3月31日から5月10日（締切）です。長野県内では、4月1日から募集説明会が行われています。
　4月23日（日）には、駒ヶ根青年海外協力隊訓練所で一日体験入隊が行われます。前回より好評の面接担当者による「模擬面接」、
「応募用紙の添削指導」などのプログラムを実施します！！
　また「語学体験講座」、「協力隊OBの体験談」等のプログラムで、今すぐに応募は…、という方にも楽しめる内容となっております。

2017年度 JICAボランティア募集中です！
■青年海外協力隊　■シニア海外ボランティア　■日系社会青年ボランティア
■日系社会シニアボランティア

●4月23日（日）午前10時～午後4時15分（予定）　 駒ヶ根青年海外協力隊訓練所（一日体験入隊）
　※事前申し込み必要・先着順。　詳しくはJICA駒ヶ根のホームページへ
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　2月17日、帰国隊員が、県職員対象の「JICAボランティ
ア帰国隊員活動報告会」で帰国報告をし、続いて阿部長野
県知事を表敬訪問しました。青年海外協力隊員の松田香菜
絵さん（山ノ内町出身、ルワンダ／野菜栽培）、小山実央さ
ん（長和町出身、カンボジア／小学校教育）、日系社会青年
ボランティアの古川裕子さん（塩尻市出身、アルゼンチン

／日系日本語学校教師）の3名が、途上国での生活や活動
の様子を報告し、知事からは「途上国での2年間の活動を
終えて帰国された皆さんの意見はとても貴重。帰国後は経
験を長野県のために活かして欲しい。」とのお言葉がありま
した。
　また、3月10日には、1月に帰国したばかりの長野市出
身の寺尾美菜子さん（カメルーン／小学校教育）と池田麻
衣さん（ガーナ／理学療法
士）が、長野県議会国際協力
促進議員連盟に帰国報告会
を行いました。当日は議会中
でしたが、約35名の議員の
方々が聴講し、報告会終了
後も発表者お二人との会話
が尽きない様子でした。

　このエッセイコンテストは、次の世代を担う中学生・高校
生を対象に、開発途上国の現状や開発途上国と日本との関
係について理解を深め、国際社会の中で日本、そして自分
たち一人ひとりがどのように行動すべきかを考えることを
目的として実施しています。
　今年で中学生の部は21
回、高校生の部は55回を数
え、中学生の部50,727点、
高校生の部30,087点、総
数80,814点ものご応募を
いただきました。
　長野県からは、中学生の
部で1,395点、高校生の部
で1,567点もの応募があ
り、個人賞16点、学校賞16
校が受賞しました。

　昨年よりも応募数が増えて、皆さんの関心が高まってい
ることを感じます。
　来年も、中学、高校生の皆さんの感性豊かな作品が寄せ
られることを楽しみにしています。

阿部知事への表敬訪問

赤穂中学校3年眞島さん、藤澤校長 長野高等学校1年髙野さん、大井校長

お二人で議会報告会

JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト2016
テーマ「未来の地球のために　～私たち一人一人にできること～」

駒ヶ根青年海外協力隊訓練所 所長賞の二人

6

〒399-4117 長野県駒ヶ根市赤穂15
TEL.0265-82-6151 FAX.0265-82-5336
E-mail  jicakjv@jica.go.jp
https://www.jica.go.jp/komagane/index.html

発行 独立行政法人 国際協力機構
駒ヶ根青年海外協力隊訓練所

JICA駒ヶ根では毎月１回メール
マガジンを配信しています。 県
内の国際協力に関する動きやイ
ベントなど、 耳よりな情報をリア
ルタイムでお届けします。

JICA駒ヶ根 メールマガジン

JICA駒ヶ根

配信希望の方は

までメールでご連絡ください！
jicakjv@jica.go.jp

ページを開設！
https://www.facebook.com/jicakomagane

ページを開設！ページを開設！
https://www.facebook.com/jicakomaganehttps://www.facebook.com/jicakomaganehttps://www.facebook.com/jicakomaganehttps://www.facebook.com/jicakomaganehttps://www.facebook.com/jicakomaganehttps://www.facebook.com/jicakomagane

古紙パルプ配合率100%の再生マットコート紙を使用しています。
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2017   N
o.512016年度4次隊（3名） 行ってきます! !

長野県出身新ボランティア
派遣国 ： カメルーン
職　種 ： コミュニティ開発藤森 由希子 さん（松本市）

青

　年

　海

　外

　協

　力

　隊

ふじもり ゆ　き　こ

　カメルーンの村落部で、現地の人々の
収入向上や生活改善に関わる支援を行
う予定です。現地の人々に寄り添いなが

ら、学び、成長できる二年間にしたいと思います。

　日本語学習者が増えているベトナム
で日本語教育に携われることはやりがい
のあることだと感じています。

任国の言葉、文化、考え方に直接触れて、現地の
人々の心に寄り添った活動をしたいです。

派遣国 ： ベトナム
職　種 ： 日本語教育牧　 春香 さん（高山村）

まき はる  か

　バヌアツ共和国唯一の看護師養成校
で、看護理論、看護技術と臨地実習を担
当します。病気や事故で過去2回派遣を

辞退し、今回が3回目の正直となります。与えられ
た機会を大切にしたいと思います。

派遣国 ： バヌアツ
職　種 ： 看護師小尾 りつ子 さん（茅野市）

お　び こ

JICA駒ヶ根
インフォメーションI n f o r m a t i o n

派遣前訓練公開講座

公開講座とは・・・JICAボランティアの派遣前訓練で実施している各種講座を一般の方にも公開しているものです。会場はすべて駒ヶ根青年海外協力隊訓練所です。

JICA事業概要
 内容：JICAの目的・機構・歩み・現状などの事業概要

 ４月24日　15：10～16：00
 定員：10名　講師：青年海外協力隊事務局　職員

JICAボランティア事業の理念と目標
 内容：JICAボランティア事業の概要及びその活動

 ４月19日　15：10～16：00
 定員：10名　講師：青年海外協力隊事務局　局長

国際関係と日本の国際協力
 内容：日本の援助の歴史、概略、現状を理解する。

 ５月10日　15：10～17：00
 定員：10名　講師：廣野良吉氏（成蹊大学　名誉教授）

地球のステージ（コンサート） 
 内容：途上国で巡り合った人々との交流を映像と音楽そして語りで表現する
  「映像と音楽のシンクロ」ステージ。貧困生活の現状や紛争地域での
  子供たちの明るくたくましい姿などを映し出しながら、桑山氏自身の経験、
  ボランティア観を表現する。

 ４月24日　19：00～21：00
 定員：20名　講師：桑山紀彦氏（地球のステージ事務局）

異文化適応概論
 内容：文化とは何か、異文化理解とは何か、カルチャーショックとは何か、適応す
 　　　るとはどういうことかなどの異文化に入っていくにあたっての心構えを説く。

 ５月22日　15：10～17：00
 定員：10名　講師：木村秀雄氏(東京大学大学院　総合文化研究科　名誉教授)

映画「クロスロード」上映会
 内容：カメラマン助手になったものの、目標の見えない日々を過ご
 　　　していた沢田（黒木啓司）は、自分を変えようと青年海外協
 　　　力隊に飛び込むが…

 ５月８日　19：00～21：00
 定員：20名

参加は無料ですが、事前にお申込が必要です。

　　※講師の都合等で実施日が変更になる場合がありますので、
　　　ホームページでご確認ください。
　　ホームページ　https://www.jica.go.jp/komagane/event/index.html

平成２9年1月31日現在

①青年海外協力隊員
　　　派遣中
　　　累　計
②シニア海外ボランティア
　　　派遣中
　　　累　計

43名
979名

3名
77名

③日系社会青年ボランティア
　　　派遣中
　　　累　計
④日系社会シニアボランティア
　　　派遣中
　　　累　計

2名
25名

1名
5名

長野県関係者　JICAボランティア派遣実績

派遣中JICAボランティア
（平成29年1月31日現在）

長野市

野沢温泉村野沢温泉村野沢温泉村野沢温泉村野沢温泉村野沢温泉村野沢温泉村野沢温泉村

木曽町

阿智村阿智村阿智村阿智村

佐久市

3名

佐久穂町

1名

小諸市

1名

上田市

4名

高山村

1名

岡谷市

2名

伊那市

2名

野沢温泉村

1名

朝日村

1名

山形村

1名

塩尻市

1名

駒ヶ根市

2名

松本市

6名

富士見町富士見町

木曽町

1名

茅野市

2名

諏訪市

1名

長野市

8名千曲市

1名

※各地方自治体へ表敬訪問をした人数＝
　JICAボランティアの数としています。

飯田市

4名

阿智村

1名

　　　

新スタッフ

桂　亜沙子
　2月に診療室に着任いたしました、桂亜沙子です。
　平成26年度3次隊で看護師としてパラグアイに
派遣され、1月初めに帰国しました。帰国後の就職
先もなく、路頭に迷いそうだった私を拾っていただ

いて心から感謝しております。同僚の野口さんと共に、心穏やか
に楽しく仕事をしていきたいと思います。どうぞよろしくお願い
致します。

かつら あ　　さ　　こ

中野市

1名

下諏訪町

1名

富士見町

1名

安曇野市

2名


